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大野農園株式会社
代表取締役 大野栄峰
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Ⅰ．「大野農園」事業のご紹介

スタッフ概要

従業員数 23名（正社員/10名・パート/13名）

年代別 20代/7名 30代/3名 40代/5名

50代/3名 60代/3名 70代2名

男女比 男性11名 女性12名

県内 Uターン4名 地元9名

県外 Iターン8名

30%

13%
22%

13%

13%
9%

20代 30代 40代
50代 60代 70代

農業従事者の49歳以下
全国平均➡11%
大野農園➡65%

会社概要

創業年 ／ 1975年 設立年／ 2012年

資本金 ／ １９9０万円

事業内容／ ・果実生産事業・食品加工事業

・カフェ運営事業・体験事業

・キッチンカー事業
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1975/大野農園創業、りんご栽培開始
1983/ もも栽培開始
1990/ なし栽培開始
2012.5月/大野農園株式会社設立
2012.8月/加工事業開始
2013.4月/農園体験事業開始
2013.11月/移動販売『オラゲーノ』開始
2015.3月/一般社団法人COOL AGRI設立
2015.12月/D47MUSEUM福島代表選出
2016.5月/G7伊勢志摩サミット贈呈品「りんごジュース」選品
2016.11月/「KAIKA Awards2016特別賞」受賞
2017.4月/TRAIN SUITE 四季島「りんご、なし、ももジュース」選品
2017年.7月/農園体験パーク開園
2017年.11月/菓子工場新設
2018年.2月/ORAGENO SHOPグランドオープン
2019年8月/マイナビ農業アワード2019優秀賞受賞
2020年11月/新東北みやげコンテストデザイン特別賞受賞
2020年12月/第6回ふくしま産業賞特別賞受賞
2021年2月/GLOBALG.A.P.認証
2024年3月/ふくしま満天堂グランプリデザイン特別賞受賞
2024年6月/JR東日本新幹線グランクラスDEAN＆DELUCA監修メニュー採用

Ⅰ．「大野農園」事業のご紹介
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1975

2011
2012

2014
2018

2024

★原発事故の風評被害

★Uターン新規就農

★法人化 家族3名＋パート３名

★風評被害のキッチンカー開始

★メディアから注目

★国内3番目のわい化栽培導入

★りんご⇒ もも⇒ なし ★JA ⇒ 直売

★元祖は造り酒屋 ★農地体験イベント事業化

★食品加工事業開始

★加工場+CAFÉ新設

★多角化農業経営確立
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Ⅰ．「大野農園」事業のご紹介
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面積 もも なし りんご 合計

2012 60a 80a 360a 500a

2024 280a 120a 600a 1000a

2026 340a 150a 660a 1150a



収量結果・予測
品目

2023
収量

2024
収量

2024
伸び率

りんご 119ｔ 151ｔ １２7％

もも 29ｔ 48ｔ 165％

なし 26ｔ 38ｔ 146％

合計 174ｔ 237ｔ 146％
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Ⅰ．「大野農園」商品ご紹介
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Ⅰ．「大野農園」商品ご紹介

11



Ⅰ．「大野農園」商品ご紹介

12



Ⅰ．「大野農園」商品ご紹介

13



14

Ⅰ．「大野農園」商品ご紹介
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新商品
【期間限定】
6月15日～10月31日



Ⅰ．「大野農園」事業のご紹介

16



強固なブランド形成

プロモーション

商品魅力創造

総合デザイン

新視点活用度

生産ロケーションの魅力

製品の特別感

情報発信の明確さ

メディア露出の継続性

メッセージの一貫性

地域と製品を結びつける
ストーリーの内部共有

ブランド保護力

推進主体の組織力

フォトジェニック

ＳＣＥＮＥ DESIGN

美味しさだけではなく、利用シーン
から設計したモノづくり

くだものを通してヒトとヒトを繋げる、
食の新たな価値を創出
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Ⅱ.コラボ事例
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Ⅱ.コラボ事例
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Ⅱ.コラボ事例
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Ⅱ.コラボ事例



商品開発
とは

Ⅲ.商品開発について



主旨を整理

目的

目標

手段

・・・・・何の為に取り組むか、効果

・・・・・目的実現の為の到達点、通過点

・・・・・実施する内容、選択した方法

Ⅲ.商品開発について



何の為、誰の為（目的・効果）

メリット
なんの為
誰の為
どう変えたい
意義

自分

社員

取引先

地域

世の中

Ⅲ.商品開発について



３つのポイント
自社の特徴、他には無い、
自分ならではの

差別化

需要

継続

Ⅲ.商品開発について

誰に、どれくらい
求められているか

環境、人、価格、モノ等
変化に対応し継続できるか



40

数字で読み解く
農業・果樹の将来



• 耕作放棄地増加・・・全国1位

• 農業者の高齢化・・・全国1位

• 農業人口減少

• 風評被害

• 温暖化や気候変動による被害拡大

「農業の深刻な課題」
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年齢層別の農業従事者予測
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2025年現在は65～74歳層がもっとも多い

2030年には70～79歳層がメインになる



農業者数推移
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西暦
農業従事者 農業経営体

農業全体 果樹 農業全体 果樹

2010年 205万人 24万人 167万軒 20万軒

2015年 175万人 21万人 137万軒 16万軒

2020年 136万人 18万人 107万軒 14万軒

2025年 101万人 16万人 77万軒 12万軒

2030年 66万人 13万人 47万軒 9万軒
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果物が無くても生きていけるかもしれない

ただ、果物があることで幸福感は与えられる
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